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•中小企業組合等を網羅的に組織した中小企業支援機関 

•構成員は、47都道府県中央会のほか全国を地区とする中小企業組合、   

団体等 

             全国中小企業団体中央会 

 

 

 都道府県中小企業団体中央会        全国を地区とする中小企業組合等 

 

     

   事業協同組合、商工組合、商店街振興組合、生活衛生同業組合 

   及びその他の中小企業関係団体【会員数：約３万団体】 

 

 

 

                 約300万中小企業者 

 

１.全国中央会の概要 
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２.中小企業を巡る厳しい現状           

 

                                    

ぬ１． 

１．雇用者数の大幅な(188万人)減少 (過去10年で1,098万人→910万人) 

２．企業数の大幅な（65万社）減少 

   （過去10年で484万社→419万社に） 

３．収益性の低さ（売上高営業利益は１％弱） 

４．倒産する企業の大半は中小企業 

  （倒産の93％は従業員20人未満） 
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３.事業経営者からの主な意見           

 

                                    

ぬ１． 

１．出来るところから早急な措置を(時間との勝負、次期通常国会で) 

２．負担すべき不足分を一括納付したら任意脱退させてもらいたい。 

   （代議員会における代議員数の２／３以上の議決等の要件廃止） 

３．財政的支援を（脱退したくても出来ず損失を放置した期間の予算措置） 

４．中立的な年金数理人(専門人材不足)からの正確な情報の開示を 

  （継続して払い続けるのか、不足を負担してでも解散かの判断提示） 

５．損失の穴埋めを行う中小企業と信託銀行等運用機関との関係・立場 

  (情報、人的関係等) 
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４.主な中小企業団体から     

 

                                    

ぬ１． 

１．全国石油商業組合連合会 (基金加入者数 ８５,４０７人) 

    【別添のとおり】 

２．全日本トラック協会 (基金加入者数 ２６９,２９２人)  

    【別添のとおり】 

３．全日本電気工事業工業組合連合会 (基金加入者数 ６３,６４１人)  

     【別添のとおり】 
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